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近代の我国に於けるテンペラ絵画技法についての一考察

－明治前期より戦前昭和（1868－1944）を中心に－

種倉紀昭＊

（1988年6月30日受理）

序

本稿は明治前期から戦前昭和までの我国の洋画界に於いて，「テンペラ」という美術用語

（ArtTerm）が如何なる概念や意味を持つ用語として用いられて来たのか，また如何なるテン

ペラ画材料が用いられて来たのかと云う二つの課題について，文献・資料に基き調査し論及し

ようとするものである。

明治前期以来の我国の西洋画の展開を西洋画技法の側面から見ると，西洋画の伝統を移入・

導入する方法は変則的で脈絡を欠き，現在程は系統的な西洋画の伝統的絵画技法が一般化して

理解されていなかったと思われる。

但し，明治前期のフォンタネージ及び工学美術学校で彼の指導を受けた画学生たちや原田直

次郎，山本芳翠等の海外留学生を始め，その後に続く一部の画家たち，研究者たちに依って，

印象派以前のいわゆる古典絵画技法は断続的に研究され実施されて来たことも事実であろう。

テンペラ画技法に問題を絞った場合，この時期に於ける絵画技法書に著されたテンペラにつ

いての絵画技法史的な解説はほぼ正しいと思われる。しかし，卵テンペラ絵具等の自製処方は

極めて少ない。

現在の我国では，各種テンペラの処方箋は入手し易く，各種顔料や岩絵具と自製テンペラ・

メディウムを組み合わせて自製テンペラ絵具，自製画地を用いて制作できる物的条件も整って

いる。テンペラに限らず，フレスコも容易に実施できる。油彩画の場合であっても，市販の既

製キャンヴァスに依らず，自製の画地の使用が画学生や画家に依って全国的に試みられてい

る。

修復家，絵画技法・材料学研究者等の科学的な古典絵画研究の報告も古典絵画の追試（実験

制作）を促進している。

本稿の構成は，第一章で現在の絵画技法論から見た「テンペラ」の用語上の定義を先づ試み

る。第二章より順次，明治前期から戦前昭和までの「テンペラ」の定義の変遷を時代毎に紹

介・引用しつつ，第一章の立場から批判と分析を加えたい。

なお，本文中の引用文では旧漢字は新漢字に，縦書きは槙書きに改めたが，仮名遣いは原文

通りとした。

＊岩手大学教育学部
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第一章 現代における「テンペラ」の定義   

1 テンペラの語源にって   

「テンペラtemper（イタリア語≫」はラテン語の動詞“temperare”「テンペラーレ（混ぜ合  

わせる）」よりの派生語と言われている。テンペラーレは英語訳では次の他動詞となる。  

“tocompound，COmbine，blend，temper；tOregulate”1）   

日本語に訳すと，「調合する，結合する，程良く混ぜ合わせる，調整する」等の意味とな  

る。英語にも“temper’’という動詞があることは興味深い。   

なお，テンペラをSを伴って，“temperaS”と記述する場合もある。   

本来ほ画家が顔料を液状の結合媒剤（Binder，Adhesive，Binding Medium）や展色剤  

（Vehicle）と混ぜて準備することを‘‘temperare’’と言ったようである。   

ゲッテンス，スタウト共著，森田恒之訳『絵画材料事典』の解説2）に依ると以下の通りにな  

る。  

「Temper8テンペラ（馳gTemper孔卵テンペラをも見よ）絵画メデュームを定義するのに剛、   

る＜テンペラ＞という言稟の意味は色々あり，又美術史の中でも時代と共に変化がある。15世紀の頃ま   

で，この言葉はあらゆるメデュームを意味していたらしいが，油が次第に流布するに及んで，語意の範   

囲ほ狭められメデュームのみを指すことが多くなった。アルブミン質・ゼラチン質・コロイド物質をも   

含ませようとする広義の定義もまだ通用している。具体的に内容を示すには2義的表現が必要となり，  

全体は例えば＜にかわテンペラ＞，＜ガムテンペラ＞，＜卵テンペラ＞などに分類される。」  

更に同書では，ガム・卵・膠の3つが古典時代の（ギリシャ，エジプトの）画家が必要とし  

たメディウムの総てであるとするローリーの説を紹介している。また，中世西欧では卵テンペ  

ラやガムテンペラの他に，ガムと膠を混ぜたテンペラが用いられ，「16世紀以後になると卵テ  

ンペラは一般的用途忙あまり用いられなくなった。」と説明する。   

「水彩絵具」ほ「透明インク」や「薄いガムテンペラ」が吸湿性物質を含んだガム類のメディ  

ウムに依る標準的な絵具に改良されて出来上ったものだとする。   

テンペラと類似するまぎらわしい用語に「デトランプ」がある。次節でこれにつし 

みよう。  

2 フランス語のデントランプ（d如rempe，血8trempe）について   

森田恒之『画材の博物誌』の「テソベラ」の項はテンペラとデトランプの語義を分り易く説  

明さ）している。  

「フランス語では古くからテンペラの代りにデトランプD封rempeまたはDestrempeと表記し  

ていた。十九世紀中頃から、絵画技術の研究への関心が生まれてくると、もともとは単なる言語上の表   

記差にすぎなかったテンペラとデトランプほ，技術用語としての区別が生まれ、前者ほ主に卵を展色剤  

とするもの、後者はもっばら膠や澱粉糊を媒剤として主に舞台美術や装飾美術に用いる絵具を指すよう  

になる。日本画の岩絵具彩色はデトランプの一種である。  

二つの語義が分離したのは、今にいうテンペラの範囲がはっきりして釆たためであるが、それでもな  

おかつ定義ほ曖昧であり、卵を主たる展色剤とする絵具は『卵テンペラ』と呼ぶ方が適切である。」  

さて，グザヴィェ・ド・ラングレ着工黒江光彦訳『油彩画の技術』の「専門用語」の項目で   
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はデトランプとテンペラを分けて説明する。4）   

「デトランプ   

練り合わせ材は、植物性（例えばアラビア・ゴム）あるいは動物性（動物の皮からとった   

膠）などによる水溶性の絵具。水彩絵具ほ、デトランプの絵具と同じタイプのものである。」   

続けて，テンペラの説明として，   

「テンペラ  
●●●●●●  

この語の意味はかなり幅のあるものであるが、一般に，油と膠着性の物質の乳剤を用いた  
リソシード・オイル   

絵具という意味に用いられる。プリミティフの卵による絵具（卵と亜麻仁油）ほ、すぐれた   
テンペラ絵具である。」  

と述べる。   

テンペラの項には黒江氏の訳註があり，リ，．－デル（Jean Rudel）が『絵画の技法』で，  

「水溶性の絵具で単純な練り合わせ材によるデトランプ，より複雑な練り合わせ材に掌るデト  

ラソプに大別し，後者の中に卵を使ったテンペラを入れている」と述べている事を解介し，同  

書の原書とゲッテンス，スタウトの『絵画材料事典』原書を参照するように勧めている。  

リムーデルのこの二種のデトランプの説明については，本章5節で取扱う予定である。   

ラルフ・メイヤーほフラソス本の訳出者がしばしばテンペラとディステンパー（distemper）  

とを混同することがあることを指摘する。その混同の理由を，この二語がいずれデトランプ  

（d6trempe）の関連語であるためとしている5）。   

また，メイヤーに依れば，フラソス語のデトランプにほテンペラとディステンパーの両方の  

意味があり，イタリア語の乗術用語である「テンペラ」ほ英語に於ける程にはフランス語に受  

け入れられず，フランス語でほ時々，（テンペラを）外来語としてみなす向きがあると述べ  

るの。   

「ディステンパー」という用語について，メイヤーは次のように述べている7）。   

⑦ イギリスでは，膠かカゼイン糊の結合剤が用いられている水性絵具の名称である。平滑  

な壁画や舞台装飾の絵具を示す。   

㊥ アメリカ合衆国では，この名称ほ用いられずにCalcimine（Cold－WaterPaints，Scenic  

COlors）と呼ばれる。乗術家用の絵具というよりは，立体や壁面に用いられる塗料（ペイ  

ント）である。  

3 市販のテンペラ絵具について   

先のメイヤーに依れば8），ビン入りのグアッシュ，ポスターカラーやその他の不透明水彩絵  

具のうち，その高級品を油絵具と区別して，「テンペラ」と呼ぶメーカーがあるという。しか  

し，彼は本物のテンペラ絵具ほビン入りではなく，唯一チューブ入りであり，ビン入りほ単な  

るgum－Waterかglue一名izeタイプであり，ドイツ製・イギリス製のチューブ入りほ其のエマ  

ルジョンタイプであるという。   

現在，我国でチューブ入りで市販されているものとしては，ベルギー製（カゼイン）のテン  

ペラバインダー（メディウム）とイギリス製，フランス製の卵に依るものがある。   

マックス・デルナー，佐藤一郎訳，『絵画技術大系』では，「チューブテンペラ絵具は、し  
シロップ  

ばしば都合の悪い添加物である糖否やグリセリンを含ませて長く保管できるようにしてある。  

このような添加物は、自分で練り合わせていた時代には不必要であった。」9）と指摘する。   
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本稿第二章以後に述べるテンペラ絵具は実際上の技法論に関るものの大半が市販のチューブ  

入りテンペラ絵具である。  

4 卵テンペラ画技法の概要について   

卵テンペラ画に用いられる顔料は，大理石板かガラス坂上で蒸溜水と充分に練り合わされ，  

ペースト状になった時に，ビン等の容器内に水を張って保存される。使用直前に卵テンペラの  

メディウム（卵黄を主とするエマルジョン）と適量の上記水練り顔料が充分に混ぜ合わされて  

テソベラ絵具（painter mixes）が作られる。   

このテンペラ絵具は吸収性の画地（白亜地等）に措かれ，描画の際にはレッド・セーブル等  

の軟毛筆が最適である。メディウム用に一般的には新鮮な鶏卵の全卵（WholeEgg）か卵黄  

（Egg一々01k）が用いられる。（卵白を使用する場合もある。）  
′、ソドサンダ ハサテン〆   

テンペラ絵具には線的（細密画的）な技法（HandlingやHatching）が適合する。その他，  

マーブリングやウォッシュ，マーブリング，点描等にも向いている。Leanoverlean（脱胎上  

の脱脂）の法則で描画が実施されることを原則とする。絵具は塗布後，濡れ色から直ちに見か  

け上の乾晩状態の色彩に変化し，′ミステルやフレスコに近い乾いた顔料色に変わる。画肌は  

マット 艶消しになる。充分に乾燥すると耐水の画面となる。メイヤーに依れば，卵黄を主成分とする  
テンペラの場合，絵具の完全乾燥にほ8ケ月を要するという10）。   

ここで，テンペラ画から油彩画に移行するまでの莫術史の流れを概観してみよう。   

テンペラ画の発生は既に述べたように，古代のエジプト，ギリシャ，ローマの画家たちによ  

り板絵や墳墓等の壁画として措かれる絵に始まると思われる。しかし，卵を主成分とするテン  

ペラ画はビザソチソ絵画の素朴な手法から始まるらしい。14世紀のイタリアの初期ルネッサン  

ス（もしくは国際ゴシック様式）の時代の画家たちに依ってこの手法に改良が加えられる。例  

えば，ジオット，（Giotto），チマプーエ（Timabue），ドゥヅチオ（Douccio），ロレンツエッ  

チィ兄弟（Pietro＆AmbrogioLorenzetti）等の要求に応えるものに改良され，ついては，  

フラ・アンジェリコ（FraAngelico）とボツティチェルリ（Botticelli）等に依り，卵黄テン  

ペラ（油彩画法との併用も含む）技法上の熟達の至高点に到った11）。色材としては，古代青銅  

期時代のエジプトで確立した基本色とルネッサンス前後に開発された新色が色彩豊かなテンペ  

ラ画をもたらした。   

ここに到るまでに，ア・セッコ軋板絵，キャソヴス画としてのテンペラ画が措かれた。そ  

して，中世以来，テンペラ画へのワニス塗布はしばしば行われた。乾性油に樹脂を溶融した油  

ワニス（Verniceliquida）等がこれには用いられた12）。また，中世に於いてはデトランプの単  

純な方法から複雑な方法（エマルジョンに依るもの）まで，様々な処方が実施された18）。   

テソベラ画や水性絵具の特色は，描画後に水分の蒸発に依って顔料を練っている結合媒材や  

展色剤がその乾燥とともに痩せを生じ，吸収性の画地の作用と合まって顔料が（油彩画よりも）  

露わになる状態で絵が乾燥することである。これは，以上の絵臭が乾燥すると粉末状の顔料そ  

のものの乾いた本来の色調に戻ることを意味するが，そのような作用のもう一つの原因をなす  

のは結合妓材や展色剤の屈折率（Refractivelndex）が乾性油や樹月酌こ比して小さいためでも  

ある14）。もし，色調の探みを求めるならば，ワニス塗布か透層がけ（glazing）を最終的に施さ  

ねばならない。   

古代・中世に金属表面や金属箔上に施された着色ワニスの塗布1ら）の方法が，次第にテンペラ   
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画へのワニス塗布に関連づけられ，色ワニスの研究が油絵具の発明に連続するという必然的な  

道筋があったと思われる18）。   

同時に，材質感や微妙な明瞭や色諷の移行，空間の絵画的イリュージョン（幻影）を現実描  

写的に深めようとする時代的な欲求が，フランドルを中心に油彩画技法の成立を促したと言わ  

れている17）。  

5 テンペラ画，デトランプ画の材料上の分類   

前述したリューデル『絵画の技法』Tβ√ゐ〃如捗β5dβJα♪βわ富fルγβ．に依ると，デトランプあ  

るいはア・テンペラ（atempera）の絵画技法は古代，中世に於いて西洋で広汎に用いられ  

た。また，西洋の8世紀から16世紀までのものと確認し得る板絵の大半は以上の技法に依るも  

のであると記している。  

リューデルはデトランプを次の三つに分類する。A）単純なデトランプ（Lad6trempe  

simple）。B）より複雑なデトランプ。そしてエマルジョン（D6trempes pluscomplexeset  

色mulsion）。C）様々な処方（Ⅴari6t畠desrecette）。   

この分炉を参考に，広義のテンペラを次にまとめてみよう18）。（以下結合媒材のみ記す。）   

A）単純なデトランプ（例）   

① 膠（Glue，Gelatine，Size）の水溶液（膠水）。   

② カゼイン（Casein）糊（ミルク・カゼインとアン㌧モニア等に依る）。   

③ アラビアゴム。   

④ 鶏卵自（Egg－White，Glair）。   

⑤ 桜桃ゴム。   

B）複雑なデトランプ及びユマルジョソ（例）   

① アラビアゴム，スタソド・オイル，グリセリン等の組み合せに依るもの。  

（診 膠水（もしくほ卵白）と乾性油。   

③ 鶏卵黄（EggJrolk）に少量の酢酸（または丁子油かアルコール）を加えたもの。   

④ 練り込みテンペラ（卵黄，膠水，乾性油，酢酸，小麦粉糊）。   

⑤ 全鶏卵（W’holeEgg）と乾性油に依るもの。   

⑥ 全鶏卵と樹脂精油ワニスに依るもの。更にスタンド・オイル等の乾性油を加えたもの。   

C）様々な処方（例）。  

（ヨ カゼイン糊と乾性油に依るもの。   

② 一部鹸化（炭酸アンモニウムに依り）させた暫蝋（SaponifedBees－Wax）と水に依る  

もの。  

6 卵黄のエマルジョンについて   

卵黄のエマルジョンを説明する前に，エマルジョンの定義をしてみよう。  
●●●●●●   

本来お互いに溶解しない性質の二種類の液体（Two⊥PhaseSystem）が，界面活性剤として  

の乳化剤（Emulsifier，Emulsifyingagents）または安定剤（Stabilizer）の作用に依って，  

分証せずにコロイド溶液（Co1loidalSolution）になる場合，このコロイド溶液をエマルジョ  

ン（乳濁液）という。卵黄の場合には分散相が卵油，乳化剤が主としてレシチン，分散嫁が水   



種 倉 紀 昭  48  

分の0／w（または0－W，水中油滴型）ェマルジ≡ソである1¢）。   

この時の乳化剤・安定剤ほ一分子中に親水基（Hydrophile，Wate卜Affinity Type）と親抽  

基（Lypophile，Oil－Affinity Type）の二基を有する。絵画技法で用いられる乳化剤・安定  

剤にほレシチンの他，精製膠（Size），アルブミン（Å1bumen），アラビアゴム（gum－arabic），  

トラガカントガム（gum－tragaCanth），カゼイン糊，石鹸がある20）。   

卵黄テンペラのメディウムは卵黄の水中油滴型乳濁液の性質を応用している。   

絵画用のエマルジョンの伝統的なものとしては，脂肪性・樹脾性・腹質性（01iy，Fat，  

Resinous，Waxy）の液体（いわゆるOilySoluton）と水（Water）または水廃液（Acqueous  

鮎1ution）一特にゲル化する性質のある蛋白質・糊状物質等の高分子物質－の二相の組み合  

せに依るエマルジョンである21）。   

卵黄テンペラに油脾（乾性油）や樹脂（樹脂精油ワニス），でんぷん糊（薄力粉の），膠水等  

を加える場合，エマルジョン状態を破壊しないためには⑦混ぜる㊥それぞれの卵黄に対する  

（または全卵に対する）量加減㊦混ぜる速度等が特に重要となる28）。   

ゲッテンス，スタウト著，森田恒之訳『絵画材料事典』（pp・2ひ－21）には，「チャーチ  

A．H．Churchの成分表」として鶏卵の卵黄と卵白の成分表が示されているので下記に引用し  

よう。  

5L5（％）  

15．0   

22．0  

アルブミン，ピテリン，その他  

レシチン  

」
 
 

0
 
0
 
5
 
 

9
 
1
 
1
 
 無機物  

その他  

「卵白   

水分  84．8（％）  

12．0  アルブミン，ピテリソ，その他  

」
 
．
2
 
量
．
7
 
3
 
0
徴
0
2
．
 
 
 

レう／チン′  

無機物  

その他  

『絵画材料事典』の同箇所にはアルブミン，レシチンに関しての説明がある。それに依ると  

「アルブミンは卵白の接着成分で，炭素・水素・窒素・酸素のほか，1．6％のイオウを含む化学  

物である。純粋な皮膜の状態では透明，脆弱な水に溶け易い物質である。」また，「レシチンは  

実験式C42H84NPO9で与えられる脂肪性物質である」が，他の多くの脂類と異なり，「窒素・  

リンを含み吸湿性が高い。乳化剤として作用することは勿論である。」としている。   

そして，卵黄テンペラ画が完全乾燥後，非水溶性になる理由を次のように説明している。  

「卵黄を絵画のメデュームに用いると，乾いてから硬い皮膜になる。これはまず水が蒸発  

し，次にアルブミン質の中に浮遊している油がゆっくり硬化するからである。この油の量ほア  

ルブミンの量より多く，従って最終的な皮膜は水にほとんど侵されない。」   
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先のチャーチの成分表はおそらく重量％であろうが，以上の説明と照らし合わせると水分を  

除き，卵黄にはかなりの量の油脂が含まれていることが分る。これほ卵油であり，不乾性油も  

しくは非乾性油であるために乾燥が遅い。卵黄は水分と即乾性のアルプミソ∴遅乾性の卵油で  

大部分が構成されているが，全体としてほレシチン，アルブミンが乳化剤，安定剤として作用  

している速乾性のエマルジョンである28）。なお，食品のマヨネーズの場合に見られるように多  

量の油脂を練り込む事が卵黄には可能である叫。また，卵白は多量に媒剤として用いると塗料  

の柔軟性を失い亀裂を生ずることがある。  

第二章 明治期のテンペラ画   

1エ学美術学校・フォンタネージに依るテンペラ実習   

⑦ 藤 雅三に依るフォンタネ丁ジの講義録に見るテンペラ   

フォンタネージの講義に関するノート（講義録）が藤 雅三（工部実術学校卒業生。久米桂  

一郎の師。後に黒田清輝をラファエル・コランに紹介した画家）のノートを筆写した川路新書  

郎のノートとして残存している1）。以下はそのノートに記される処方である。   

「唐ノ土2）溶解水ノ法ハ、四合入ノ瓶三水八分入レ、酢一合鶏卵二黄味ニッ、紳末アラビヤ  

ゴム目方十三匁ヲ入レ、三十分時間劫シク振り、後チ用ユ可シ。又酢ノ代用二焼酎ヲ用ユルモ  

宜シ。併シ酢ヨリ多量二入ル可カラズ。」   

前章の5節B）示した卵黄と酢酸（またほアルコール）の処方がここに具体的に示されてい  

る。油彩画の下層措きに体質顔料としての白色顔料を卵黄テンペラで用い，乳化剤としての役  

割も持つアラビアゴムを添加している例として注目される。   

フォンタネージのテンペラ実習の記事は安藤仲太郎の記録中（青木 茂『油絵初学8）』pp．  

56－ちア）に残されている。彼の工部美術学校での教え子である山下りんと五姓田義松匿も卵黄  

テンペラを実施した記録がある4）。   

山下りんは明治15年（1882）3月，帝政ロシアのペテルブルグの修道院で「午後玉子の画具  

ニテカク」，「玉子ヲ習ヒニウベラノ室に行ナリ」と卵テンペラ画のイコンを措いたことを思わ  

せる日記を書き残している5）。また，五姓田義松ほ第一回内国勧業博覧会に「アラビアゴム，  

鶏卵，鉛白など」を使った絵を出品した8）。   

森田『前掲書』（pp．25－26）が指摘するように，チェソニーノ・チェソニーニ『芸術の書』  

比抽γOdβJJ’Arfβ7）（の三種の写本）が19世紀になってイタリアで発見され，それまで途絶  

えていたテンペラ画技法への関心が美術家に再び注目されることとなった。メイヤーに依れ  

ば，19世紀末か20世紀初めに，近代でのテンペラ画の復活（revival）が英・独・米で始まった  

とし，その時，多数の画家が自己の絵画上の目標，特にブロこ／ド・ペインティング（blolld  

painting）に最も適合するものがテンペラ画技法であることを知ったとする8）。ブロンド・ペ  

インティソグとは明度差を広く取らず，あるいは彩度を高く措く方法であり（highkeyに依  

る方法），バロック絵画のlowk寧yの方法（テネプリズムtenebrism，tenebrosso）と対極を  

なす描画法である。   

このようなルミイパルの傾向はフォンタネージを通じて導入されたが，二年間の短い滞日と  

美術界の国粋化の運動と洋画不振が災いし，またその後の新派（紫派）の主導権獲得の動きの  

中で引継がれることなく立消えてしまう。   



種 倉 紀 昭   50  

2 「洋画手引喜」に見るテンペラの解説   

大村西崖編，森 林太郎（鴎外）i久米桂一郎，岩村 透，大村西藍共著『洋画手引草』画  

報社18鍼（明治31）のpp．12・サー13・オの「彩軋油絵」の項には，テンペラに関する次の記  

述がある。  

古は油絵なく、希腹、羅馬の世には壁画大に行はれて、壁に非ざる画は所謂板画Tafelmalerei，   

Pam飽u なりき。板画ほ約第五世紀の後半に当りて盛に行ほる。其技巧は膠頑なり。伊大利語「テソ   

ベラ」ほ、もと顔料を溶く液の名にして、卵黄、または密、または膠水、または革片を煮て膠水と混じ  

たるものなどを用ゐたるものなり。チマビュウ Cimabue（Ca．1240－1302）以来伊大利に行はれ、第   

十五六世紀のころ油絵漸く行ほるiに至りて廃絶す。近時ベレイラ式Tempera Pereiraあり。独逸人  

男爵ベレイラPereiraの再興するところとす。」（後略）  

以上の文章に見られる「顔料」とテンペラの説明ほ何ら誤っていないが，同書の他の箇所で  

ほFarben，Couleurs，Paintsの訳語として「顔料」としている。参考までに「鮮画」（フレ  

スコ）の箇所での説明でも「顔料」の用語法は正しい。いずれもPigment と言い換えても文  

章上の配語は生じない。   

参考までに，同書からほぼ10年彼の『みづゑ』（明治亜年，19∞）にフレスコ画に於ける  

pigmentが何如なる用語に依り説明されているのか調べてみよう。   

「正則流のフレスコ」，即ちプオン・フレスコについて解説8）である 。（筆者不詳『フレスコ  

の話』）   

「共壁が乾かぬ間に、一種特別なる彩色を施して、人物なり景色なり、或は其他の物象を   

画く、これほ地の乾かぬうちに絵具を施すのであるから、基皇蛙壁の内部に浸潤して容易に   

剥げぬ。《後略≫」（棒線は筆者）。   

以上，棒線部では，「顔料」と記すべきところを「絵具」，「色」すなわちCO山orとして記  

している。このような特徴ほ，絵画技術用語の厳密さを欠く，明治以後最近までしばしば見ら  

れた傾向であると言えよう。  

第三章 大正期に於けるテンペラ   

1大正初年に於けるテンペラ技法  

⑦ 石川欽一郎1）の「テンペラ画法」（『みづゑ』第防号1913 大正2，pp．針10）  

石川『同上書』にほ，次のように記されている。   

「テンペラ絵具の主成分は玉子の蛋白であるから其為めに、絵臭が直ぐに乾く。此乾きの早  

いことが即ちテンペラの特質で、之ほ能く慣れぬといかぬ。」また，   

「テンペラでは一度絵具を塗って仕舞へば、之を洗落して淡くすることは中々困難で、蛋白  

性分は一皮乾いて仕舞へば水に溶けぬから、水彩画を措くやうに、後で洗落して適当の調子に  

するやうなことは進も出来ないから、之も用心することである。」   

以上の二つはテンペラ絵具の速乾性と乾燥後の耐水性について正しい指摘をしている。   

しかし，乾燥が早いため，そして，水彩のようにはぼかし込むことはできないとする説明が  

やや不正確である。水彩画のにじみ，ぼかしよりもテクニックを要するが，フラ・アンジリェ  

コやシモーネ・マルティーニの『受胎告知』の床面表現にマーブリングの実例があることは，   
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田口安男『黄金背金テンペラ画』（pp．43一亜）でも指摘し，実行（追試）が作例で示されてい  

るからである。   

石川の記述は自製のテンペラ絵具をもとになされているものでほな∨く，市販の（輸入）テン  

ペラ絵具の使用法について述べているものであることがその後に続く文章の内容から判断でき  

る。  

「テンペラ画の他の画法は、之は随分人のやる方法で、油絵のやうに描くのである。テンペラをホワ   

イトに混ぜて、紙面又はカンバスへ厚く置いて行くのである。光の部分は、塗り残さずに、上へ厚く載  
（（ママ））   

せるのである。この描法に用ゆる紙は、何んでもよい併し措きよいのは、稗目の粗いパステネ用紙で2）、   

色は鼠色がよかろう。鼠色も余り濃いと、絵具の色が曇るから、淡い方がよい。若しカンバスに措かう   

と云うならば、目の細かいもので、地は稗吸込むやうに出来て居て、色は自若くほ淡色のものが宜から   

う。こ 

それに続く文章は，テソベラ画が手早い描法を必要とすること。初期イタリアの緻密で平滑  

な描法や伝習等に拘束されず，活澄に各自思うままにテソベラ画を描くべきこと等を述べてい  

る。更に引用を続けよう。  

「テンペラは透明に措くにも、不透明にかくにも、早く乾くことは一様で、之は非常に大切な長所で  
（（ママ））（（ママ））   
ある、之は其為め色と色とが珍込むことがない、尤も之は油絵でもそう云ふ具合ではあるが、テンペラ   

では淡い透明な色を絵の上から全体に注そいで趣きを見せることが出来る便利がある。又た清澄に措き   

込んでから其上へ適度の仕上げを短時間にすることが出来て、併かも多少の注意を払へば下塗を少しも  

（（ママ））  傷めず。又た目の立って居る紙へは、‾F塗の上へ直ぐに仕上げの筆を加へることが出来るから、写生は   
極めて早く出来るのである、こう云う紙へ措く場合には、下塗の時にはテンペラ溶液で絵具を薄くして   

措き、上塗の方を濃い絵具で措くとよい。即ち薄い絵具で初めに大体を描いて濃い絵具で細かい仕上を   

措き入れるのである。殊に薄い絵具は紙の員の中に直ぐ沈み、濃い絵具は紙の目の上へ着くやうになる   

から、下塗を混ぜ起す恐れがない。（Baldry’sThePracticeofWatercoulourPainting）  

ここには，「テンペラ溶液」やテンペラ絵具の作り方は示されていない。従って前述の通り，  

石川が市販のテンペラ絵具の使用法について文末孤内の著者の文献を翻案し乍らこの文章を書  

いたものと思われる。   

上記には「下塗の時にはテンペラ溶液を多く含んで措き、上塗の方を濃い絵具で措くとよ  

い。」また，「目の立って居る舵」の使用を勧めている記述がある。これは「脱脂上の更なる脱  

胎Leanoverleanの原則」としてテンペラ画法を取扱うことと，掠層（シュメルソ）の方  

法さ）が示されている。   

㊥ 森 幸一「テンペラ画に就いて」（上），（下）（『みづゑ』第133号，134号1916 大正   

5年）   

『同上書』第133号（pp．22－24），134号（pp．24－28）にほ，テンペラ画の沿革から輸入テン  

ペラ絵具の特質と注意内容まで，一般の柔術愛好家向けとして説明がなされている。   

（上）の冒顕には，「近年テンペラ画を研究せんとする素人画家の多くなった事は非常に喜  

（（ママ）） ぶべき事である。是等の人々の為めに自分ほテンペラ画に就いて極めて概要を述べたいと思  
ふ。」と記される。   

先づ，「テンペラ画の沿革」では，古代のエジプト以来，バビロニア，ギリシャ，ローマに   
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テンペラ画が用いられていたこと。その起源は美術の起源と同様に「漠たる」，「不明なもの」  

であこと。古代エジプト遺跡の木板，石の面，パパイラス（文字筆記用の菓）等にテンペラが  

用いられ，古代ギリシャでは室内装飾に，ローマ時代には大理石等の石の上にテンペラ画が施  

されたこと等を記述している。また，6世紀からのビザソチソ派の勃興から14世紀頃まで壁画  

や装飾画としてフレスコの下地にテンペラ画を施す方法（いわゆるセッコ画の方法）が見られ  

たこと等に触れたあと，以下のように述べる。  

「テンペラ画を壁画以外に額面画として描いたのは第十五世紀末期までは普通に行はれたが同期頃よ  

り盛んになったフローレンチン4）派の油絵が勃興するに及んで漸次衰運に向ったのである。又同時代の   

テンペラ画なるや識別するに苦しむものがある。そはテンペラと油絵具とを併用したからである。下描   

きにテンペラを用ひ其上に油絵具にて加筆したり又ほテンペラにて措いた上に油絵に用ふる艶油を掛け   

た故、テンペラ絵具がそれを吸収して一見油絵具を用ひたかの如く見える。是等の描法に依るものも仲  

々少なくない。例へばミケランジェロの聖母と聖ジョセフの円形の装飾画の如き又チシャンさ）の諸作の   

如き種々の議論があって判断に苦しむ。概して云へば古いテンペラ画は多く木板其物の上に措かれた。   

梨、胡桃等の比較的硬質の木である。又中には麻布に措かれたものも稀にはある。」（中略）  

「第十六世紀以後は油絵のために全く勢力を奪はれてしまって世界の製作は跡方もなくなった。以上  

はテンペラ画の沿革の大要である。」  

以上の記述のうち，テンペラ・油彩の併用の時代についての説明はほぼ正しい。しかし，テ  

ンペラ板の支持体を「比較的硬質の木である」とした点は正確さを欠く。クヌート・エコラウ  

ス『絵画鑑識事典』の邦訳に依れば8）調査した板絵のうち，イタリアではポプラが90％以上，  

フランスでは樫が57％，ネーデルランドでは樫が100％使われていたとする。また，森の説明  

でほ地塗塗料に関する説明が無い。   

さて，テンペラ絵具についての森の文章を検討してみよう。「テンペラ絵具の特質及び注  

意」として，次のように記す。   

（（ママ））  

「（前略）テンペラカラーは水彩絵具の特種なもの又は油絵具と水彩絵具との中間物と思へば差し支  

へはない。そして共成分には少しの油気を存せず、古来より種々な製法によって作られたけれ共何れの  

製法に依るも水に溶ける事は水絵具の如くである。又同時に蛋白質（卵白等）に依って溶解し或は無花  

果樹液に依って溶解する等其地方気候等に依って同一でない。（中略）」「独逸製は卵白に依り是を練製  

にし共作画ほ光沢なきを特色とし、仏国製は無花果樹液に依って練製にされたものと見え作画は一見油   

絵の光沢を存す。其外種々複雑なる製法もあらうが此位にして置く。」（pp．2計」班）  

以上のテンペラ絵具の説明は，製品化された絵具の特色についてなされている。自製絵具の  

処方箋は示されていない。テンペラ絵具に少しの油気も存しないとする観点は卵黄テソベラに  

関する限り正しいとは言えない。自製に依るテンペラ絵臭がこの時代には一般的でほなかった  

ことも推測できるのである。  
テ：′ベラ   

「会社や色の種類に依って割に乾きの遅いものもある」としながらも，市販の絵具はチュー  

ブ内で時が経つと固まってしまうことを指摘して，その場合の使用上の注意を森は以下のよう  

に述べる。   

「然し固まったとて全然使へないと云ふのでほない。絵具の溶液たる水、卵白、メディアム  

パンドル等で竹箆か象牙製のパレットナイフで練直せば充分使用する事が出来る。油絵用のナ   
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イフほ用ひぬがよい。」   

続く「テンペラ画に就して」（下）（前掲『みずゑ』134号 pp．24－28）は「絵具其他の用  

具」，「描法」の二つの項目より成る。森ほ冒頭で次のようにテンペラに関して述べている。  

「此絵具も油、水彩絵具の様に沢山の色が、会社に依って数は異るが少なくと日本に来てるだけでも   

先づ二十五六種以上四十幾種と云ふ多数に上って居る。（中略）先づ十四五種もあれば充分である。七   

八種ぐらいでも立派に出来る。然し初めほ少し多く買ってためして見るがいゝ。（中略）  

左に絵具の名称を挙げる事にするが不変色か、殆んど不変色として使用せらるゝ普通に用ゆるものだ  

けにした。」  

そして，「色の名称」（仏名，英名）と化学主成分を一覧表にして示している。（表1参照）  

この技法論にも「顔料」，「顔料名」というような用語ほ用いられていない。「絵具の名称」。  

「色の名称」という表記法が採られている。同書の次節に述べられる市販のフランス製，ドイ  

ツ製等のチエ．丁－プ入りテンペラ・カラー等をもとに技法論の方式は，石川『前掲書』の方法と  

同様である。テンペラ画に最適な画地，支持体については，「措く可き地はアブソルバンド、  
（（ママ））  

カンバス、水彩画用紙、網、木板、壁、石、其他寒冷紗等の織物、カンバスの統製のものなど  

だろう、又外に応用される事も出来やう。但し独逸製はアブソルバンドを避けねばならぬ。」  

と述べている。ここでも画地の調整，すなわち，地塗塗料の処方箋ほ示されていない。  

〔表1〕 森 幸一「テンペラ画に就て」（下）に掲載されているテンペラ絵具色  

（『みづゑ』134号，1916 大正5年4月 pp．25－26より引用）  

色  の  名  称  

仏  名  英  名  化 学 主 成 分  

……（濃紅色）  ガランス．フォンセ……………（ローズマダー）…‥＝…………‥ 植物茜・蓉土‥‥…  

ガランス．ローズ……………… （ピソク．マダー）……………… 同  

……‥ （赤色）  

……・・ （橙黄色）  

ヴュルミーヨソ．ペルマナソ…（バーミリオン）＝………………・ 硫化水銀…‥…‥  

カドミユム．オランジュ＊……（カドミユーム．オレンジ）＊…硫化カドミユム・  

（濃黄色）  

（淡黄色）  

カドミユム．フォンセ＊…・…‥ （カドミユーム．ミツドル）＊…同前  

カドミユム．シトロン＊……… （カドミユーム．レモン）＊……同前  

オークル．ジョヌ……………… （ェロー．オーカ）……………… 天然産土…・…・……………………・ （黄土色）  

ヴェール．エムロード………… （ギリデイアン）………………… 水酸化タロミウム＊＊……………… （緑色）  

プリウ．ド．コバルト………‥（コバルト．ブリュー）…………アルミ酸コバルト………………… （青色）  
ウートル．メール．クレール…（オルトラマリン）……………… 硫酸曹達．珪酸禁土……………… （青色）  
ブリウド．プリウス……………（プルシアソブリュー）………… 鉄ノフェロシシヤソ化物………・＝ （藍色）  

シュヌ． ブルウレー…………… （バーント．シュンナ）…………シヤソヌナヂウレルの焼焦物…‥・（褐色）  

ノアール．デイボアール…・…・・ （アイボリー．ブラック）……… 象牙を炭化したるもの・…………・・ （黒色）  

ブランダルジャン………‥・……（シルバーホワイト）…………… 鉛の塩基性炭酸塩…＝……………・ （白色）  
ブラン．ド．ザアン…………… （ジンク．ホワイり…………… 酸化亜鉛・・…………………‥‥…… （白色）   

＊ いずれも仏名でカドミオムが正しく，またその後にジョソヌが入るべきである。  
仏名カドミユム（カドミオム）．フォンセは英名カドミウム・ディープである。   

＊＊正確には含水酸化タロミウムである。   

森は「描法」の項目で輸入品のテンペラ絵具の媒材（Medium）を製品名と思われる「溶液  

（メディアムパンドル）」の名称で示している。また，白色絵具の使用法にも触れる。  

「テンペラ絵具は淡くするにはブランダルジャンかプラン・ド・ザン7）を用ひる。肉を薄めるには水   
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か溶液か用ひられる。即ち仏国製絵具には溶液（メディアムパンドル）が用ひられる。是は絵具星で売  

ってゐる。独逸製に用ふる卵白は卵を皿に破って黄味だけ除いて残った白味だけを用ひればいゝのだ。  

（中略）夏は腐敗するから注意を要する。又紙に描く時は水で沢山だ。」   

石川『前掲書』と同様に，白色絵具を加えて色彩のトーソを調整することをここでは勧めて  

いる。文末で森は「テンペラほ独立してテンペラ画として」存在すべきかという課題を設け，  

自分としては単独のテンペラ画を昧いたいが，他の絵具との「折衷画」いわゆる混合技法も「  

時として善い結果を得る事があらう」と，その可能性を認めている。  

2 大正期の『文房堂発売品目録』のテンペラ絵具  

『文房堂発売品目録』（資料提供，文房堂。以下，『文房堂目録』と略称する。）大正9年（1920），  

大正14年（1925）にはp．43に「仏国ルフラソ社製テムベラカラー」が掲載されている。以下  

にその説明の全文を引用しよう。（写真1参照）   

「仏国ルフラン会社製 テムベラカラー  

「Ⅰ一EFRANC’sI主RILLANTE」と題し，次の説明  

が続く。   

（（ママ））  

「テムベラ カラーは水彩絵具の特種なるも   

のにして、描かれたる絵は一見油絵の如き色沢あ  

り、調子と乾きの点に於て水彩絵具と油絵具との   

各長を兼ねたる如きものなり  

地はアブソルバントカンザス、水彩画用紙、木   

版、網其他の織物等へ広く使用し得べし  

尚特長を上ぐれば   

△水彩絵具の如く色を重ぬる場合に混濁をきたさ   

ず   

▲油絵具の如く乾くに数日を費さずして即時に仕   

上げ得べく且画面に干破れを生ずる事なし   

△又油絵具と同じくヴニシをかけて画面を永久に   

保護する事を得べし   

▲水にて薄め普通水彩絵具の如くにも使用し得る   

を以てスケッチ用としては特に妙なり   

使用法は略油絵具と大差なく唯薄める場合にほ水   

又は一種のメディアムパンドルを以てす   

筆は油絵筆、パレットは水彩と同様陶器，ブリキ   

エナメル塗、アルミ＝ユーム等を可とす」  

〔写真1〕『文房堂発売品目録』（大正14年  

8月10日）掲載のテンペラ絵具  

（資料提供，文房堂）   

冒頭に，二号（2インチ）チューブのネーブルス イエローのテンペラ絵具の囲が示され，  

説明の下欄にはテンペラ絵具の販売品色名がフランス語の片仮名の読みで示されている。（定  

価は空欄となる。）   

筆者がフランス語の文字に書き改めると表2のようになった。（括弧名も筆者に依る英語名）  

なお，西洋画用顔料（岩絵具を除く）の市販について，「同上」，『文房堂目録』では見出す   
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〔表2〕 「文房堂発売品目録」（1925大正14年）のテンペラ絵具（ルフラン社製）  

の色名（資料捷供，文房堂。写真1参照）  
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仏  名  （参考：英  名）  

2号チューブ  

（2イソチ）  

GaranCe CramOisie  

Garance rose  

Vermi1lon permanent  

Bleu de cobalt  

Outremer  

Bleu de Prusse  

Vert V畠ronとse  

Vert cobalt  

Cadmium citron＊  

Cadmiumfonc色＊  

Chrome claire＊＊  

Cbrome fonc畠＊＊  

Jaune de Naple  

Garance bitume   

Ocre jaune  

Ocre rouge 

Sienne naturelle＊＊＊  

Sienne brGll畠e＊＊＊  

Ombre bra11畠e＊＊＊  

Terre Verte naturelle  

Noir d’ivoir  

Crimson Lake  

Rose Madder  

Vermilion  

払balt Blue  

Ultramarin Blue  

Prussian Blue  

Emerald Green  

Cobalt Green  

Cadmium Yellow Lemon  

Cadmium Yellow Deep  

Chrome Yellow Light 

Chrome Yellow Deep  

Naples Yellow  

Bitumen Lake   

YelloⅥr Ochre  

Red Odlre  

Raw Sienna  

Burnt Sienna  

Burnt Umber 

Terre Verte  

Ivory Black   

Silver White  

Zinc White 

3号チ亭【ア  

（2インチ）  

6号・10号チL－－プ Blancd’argent  

Blanc de2：inc  

その他，色名では無いが，テソベラメディアム（TemperaMedium）の大と小  

＊ 表1と同様に仏名にjauneが入るべきである。  
＊＊ 同様に仏名にjauneが入るべきである。   

＊＊＊ 仏名冒頭にTerre deが入るべきである。  

ことができない。混同し易いものとしてp．45に「文房堂製粉末絵具木希入一揃及一色売」，  

pp．40－47に「英国ウインザーニュートソ社製粉末絵具噂入」が示されているが，いずれも粉末  

状のポスター カラー（デザイナーズ グアッシュ）である。  

3 ヴォーティエ；西村 貞，石井柏革 訳・翻案『画の科学』（大正14年，1925）に見るテンペラ画法   

モP－・ヴォーティエ（Moreau Vauthier，Les Peintwe．Hachette1913．Paris 英訳  

rβCゐ邦吉q〟β∫げfbg搾油曙．）は，西村，石井の共訳，翻案9）で『画の科学』と題されて中央莫  

術社から出版されている。同書ほ昭和2（1905）年に改訳され∴更に昭和17（1942）に大森啓  

助訳で『絵画』と改題されて春鳥会から再び出版されている。原書がフラソス人に依って執筆  

されていることもあり，先に掲げた石川や森の記述よりもテンペラ画法の本格的な説明がなさ  

れている。   

そして「テンペラ即ち玉子画（Tempera）」の項目には次のように記されている。（pp．157－  

159）   
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「此の技法は、膠画と同様、凡ての技法のうち、もっとも古くから行はれたものゝ一つである。それ   

は全く一種の膠画に他ならぬものだ。然しこの技法では、膠の代りに、生の卵子が用られて居る。  

併し此技法には、幾種類かの混和物も用ひられる。玉子の白味も黄味も用ひることが出来るが、黄味  

やに   だけを使用することも出来やう。尚これらのものに、樹脂とか蝋とかを加へて透明性を増し、又酢のご  
ときものを加へて玉子の腐敗を防ぐことも出来やう。  

玉子を用ひて描く、即ちテムベラ画ほ、その不透明性の程度に応じて、外見上、可なり区々な結果を   

生むであらう。のみならず、或る種のテムベラ画は、殆んどフレスコと区別することが出来ないばかり  

でなく、或るものは又油絵かと見誤まることがあるほどである。」  

以上の記述忙見るように，「テソペラ」が卵を用いる絵画技法であることに触れている。ま  

た，蝋の添加について，本稿第一章4「テソベラ画，デトランプ画の材料上の分類」の◎の②  

に述べた「一部鹸化させた密蟻と水」に依るエマルジョンと卵油ワニスに依る処方箋の存在を  

ヴィベールの発見として次のように紹介している。   

カセイン  
「ゲィべヱルは、玉子を分析したところ、この玉子が、描画上適当な物質一例えば、乾酪素、玉子   

油、蛋白の如きものを含有してゐることを発見した。ところで、これらの主要な要素に加ふるに、重王  

やに  油に溶かされた樹脂と、アンモニヤを含む吸とを以てして、テムベラの一技法を笑壷することが出来や   
且」  

ゲィベヱルは、そこの技法を目して、それが、古い方法よりも更らに単純で、更らに耐久力のあるも   

のだと考へて居る。その理由は、この技法が、玉子の中の無益な成分、例へば硫黄のごときものを斥け  

るからである。この硫黄は、いつもよく、鉛質ホワイトには、有害に影響するものである。10）  

このテムベラは、今日では最早、原始ルネッサンスによって実行されチヱソニニの本に説かれた、彼  

の複雑な手続きを要しない。」（傍線、筆者）  

ラソグレ，黒江訳『前掲書』（p．196）ほヴィベールの卵油処方に関連して（第二次大戦後）  

次のように述べている。  

「グィベールは、卵黄が、絵画技法的観点から興味ある性質の油を含んでいると指摘した最初の人で  

ある。  

この卵油ほ、二つの驚くべき特性によって、他の動物性油勝と区別される。この油は、酸敗しないし   

熱さなくとも樹脂を溶かす。さらにそれ自体に乾燥性がなくとも、常温でかたまるニスを形成する。  

この油はゆで卵の黄味から抽出される。ゲィベールほこれを市販しようとしたが、あまり需要が限ら  

れているのでコストが高くついた。」  

邦訳と翻案に関わった画家，石井がゲィベールの処方を実践に移したかどうか，また，昭和  

期にわたっても出版されたこの『画の科学』や『絵画』が画家たちのテンペラ画技法の実施に  

どの程度の役割を演じたかは定かでほない。ちなみに，石井は1913（大正2）年夏，テソベラ  

画『滞船』（51．4×7．6Ⅷ）を紀州で題材を得て制作し，同年の第7回文展で二等賞を受賞して  

いる。 （日展史編纂委員会編『日展史3』，社団法人日展1900p．149，p．200参照。）  

4 平沢大勝（貞通）のテンペラ技法論  

大正末期，平沢貞通はテンペラに関しての技法論を『みづゑ』（第2公号～器2号）に4回に  

わたって掲載した。大正13年（19別）2月「テンペラに於ての考察」（228号pp．27－28），同年   



近代の我国に於けるテソベラ絵画技法についての一考察  57  

3月「テソぺラに就いての考察（続）」（2怨号 pp．諾㌻35），同年4月「テムぺラに就ての考  
（（ママ））  

察」（230号 pp・3O－33），同年6月「テムベラに就ての考察（四）」 

る。いずれも初学老を対象に執筆されている。以下引用してみよう。  

「世の顔料が、土とか勧の幹や薫から搾った汁であったことは明らかでありす0然しなが  

らそれらの顔料として絵の具として造られたのでほなく、原始民族の彩色すべき欲求にせまられてそこ  

から採取せられ塗られたものであったのであります。その後油絵臭が発明せられ此古いテムベラの歴史  

をすて⊥油絵の研究に走ってあったのであります。従って、僅少の研究者以外にはテムベラの描法は伝  

らず不明のまゝ知らずに過す人が多かったのであります。（後略）」（228号）  

文章がやや散漫で，顔料と絵具の用語上の不備があるが，大筋は既出の出版物等を参考にし  

て述べたと思われる平凡な内容になっている。更に続く文章で，「私が第一㌢こテムベラの長所  

として認めておりますことは、テンペラが割合に堅固な顔料であることであります。」（棒線，  

筆者）   

顔料と絵具の用語上の混同が更に繰り返される。大正初年には既に，外国から顔料を輸入  

し，油絵具の国産化がメーカーの手で始められていた11）。しかし，顔料自体を入手する流通経  

路ほ当時，一般化していなかったことも画家平沢の用語上の誤謬に関係していると思われるの  

である。   

平沢の記述とは対称的な例として，平沢の『みづゑ』でのテンペラ画に関する執筆・掲載の  

後，翌年の大正14年（19訪）3月，同誌上に掲載された所 宏の文章をここで引用してみよう。  

「顔料ほ水にとけません。染料ほ水によく解けます。顔料ほ大抵自然物（天然産鉱物又は植物の植茎   

類）より製したものです。近来科学の進歩により天然と同様なものを得る様になりました。又、顔料の  

分子は染料に較べると大きいのです。  

故に顔料でほ塗る事は出来ても染める事ほ出来ません。」（所 宏『絵具の考察H』『みづゑ』第飢1号   

p．51）  

所は更に，顔料は水とは容身に分離するので， 

等を掲げる）でお互いの分子を凝固させる必要があることを指摘する。これらの説明ほ用語上  

の正しさとも相侯って正鵠を待ている。   

さて，平沢の文章に戻ろう。   

平沢は，変色の早い順番を水彩，油彩，テンペラとしている。テンペラは原画の趣きを失う  

ような変色ほしないと述べる。   

平沢の当時のパレット色（いずれもルフラン社製）がカナの英語名で記されている。以下英  

語の表記にすると次の通りになる。   

CadmiumCitron，（時にCadmiumYellow），YellowOchre，Vermilion，RoseMadder，  

PinkMadder，CobaltBlue，Ultra血arin，EmeraldGreen，Viridian，Terre Verte，Burnt  

Sienna，LightRed，Black，White．   

ルフラン社製品にJauneCitron（LemonYellow）が無いのでCadmium（Yellow）Citron  

を使い，紅色系の色数が少なく「あっても使えない」としている。また，同社にはCe血1申p  

BlueやCobaltGreenが無く閉口していると記す。これらの絵具色名は，既に述べた『文房堂  

目録』（大正14年）や森 幸一「テソベラ画に就て」（下）での色名一覧表とも一致する。（表   



種 倉 紀 昭  5＄  

1，表2参風。） 

以上が平沢のテンペラ画に関する第1病（『みづゑ』2嘉号）主要な点である0   

平沢の文体は「であります」詞で，引用に紙数を費すので，篇2稿，第3稿（『同上』2調号，  

230号）の内容を主要なものに絞って箇条書にまとめてみよう。  

① 第2稿は，メデアム（メディウム）の製法について記す予定であったが，研究を新たに行なってい  

るため記述を後に譲る。   

② テムベラ絵具を調整するために，媒材としてメデアムを使用する目的は，不透抑こ厚く油絵の如く  

塗る際に絵具の堅牢さを増すためである。   

③他方，「御して」12鳩淡を調節する場合は，水彩と同様の（透明な）効果が得られる。（棒  

線，筆者）   

④ テンペラ絵具は（水彩に比して）不透明な部分が残るので，かなり強い色のある紙や暗い色の紙の  

上に措くのに適している。   

⑤ 色のある紙忙措く時には，ホワイトの混合量を調節すべきである。調子の度合，すなわち「グリュ  

（価値）」が調節し易い。   

⑥ テンペラのホワイトは水彩のホワイトよりも紛っぼくなく，一種の硬い感じを持ち，光沢がある。   

⑦ 厚い絵具層の上にグレTジングする場合は下の色が乾いてから一回で行わないと，下の色が動いて  

失敗する。  

⑧ 油絵風に厚塗りで不透明に柿く場合には油絵の筆を用いること。  

⑨ ブラックとどリジアンは冬を除いては直きにカビが生じ易い。   

⑲ 大胆に一気に彩色する。また，混色の際も手早く画面で軽く混ぜ合わす程度にすると発色が良い。  

⑪ 透明．不透明の描法を巧みに総合して措くべきである。  

⑫ テンペラ絵具は厚く塗るとヒビ割れやカビが生じ易い。  

以上が第3稿（『みづゑ』2別号）までの主要な内容で奉るが，第4稿（『同上2記号）は特に  

テンペラ画法のみに関わる内容でほなく，色彩の混合と色相環との関係，構図，見取枠の取扱  

い等についての一般的な記述内容となっている。   

メディウムの製法についてほ全稿を通じて述べることなく脱稿している。当時市販されてい  

たテンペラ絵具を描画の実際で如何に効果的に使いこなすかについて述べている技法診であ  

る。油彩画法を水彩画法に比べて不透明な画法としている点も当時の洋画技法観を示している  

と思われる。しかし，テンペラ絵具の特質を素朴な文体の中に随所に提示しており，当時のテ  

ンペラ絵具の性質を知る上で興味深い質料である。  

第四章 戦前昭和に於けるテンペラ画技法論  

1昭和初年の学校数育におけるテンペラ技法論（麻生隆秀「テンペラ画の導き方」）   

昭和4（19却）年に出版された『図画指導講座』（執筆者代表 赤津隆助 学校莫術協会出  

版部）は1，144ページの大冊であるが通しページ数が無く，各執筆者の各項目毎に個々にべー  

ジ数が施されている。   

麻生隆秀（東京府立第八中学校教諭）の「テンペラ画の導き方」（pp・㌻81）には，専門家  

用でほなく，国産の普通教育・図画教育用のテンペラ絵具に依る彩色描画法が記されている。   

「第一章緒言」で麻生は次のように述べる。   



近代の我国に於けるテンペラ絵画技法についての一考察  59  

「テンペラ『Tempera』といふ言葉は伊大利語の物を練り掻き廻すといふ言葉から出たものださうで  

ある。  

外国に於ては油絵具発見以前唯一最上の色彩表現材料であったものである。  
（（マ†））  

古代の絵画研究は、師伝で言ひつぎ語りつぎ覚へたものである為め、その頃の製法は不明である。  

外国製テンペラとして今日我々の見られるものほ独乙製のものと、仏蘭西ルフラン会社製のものであ   

る。此の専門家用テンペラは、美術家の為めに作られたものであるから、教育的立場から様々の欠点が   

ある。即ち乾燥が早すぎる事、従って取扱も困難であり、／ミレットも特別の用意をせねばならず、更に  

メヂアム（媒剤）の関係で水にほよく溶けるが筆がぎしついて思ふまゝにならぬ事、チューブ（鉛管）   

から一度出して乾いた絵具は次には容易に役に立たぬ事、其他高価である事等様々と教育的立場から見   

ると障害がある。それ故実際は普通教育上の色彩表現材料として使へぬ。今日までテンペラが存在して   

居ながら、東西とも教育上採用されなかった所以もそこにあるわけであらう。」  

そして，国産のテンペラ絵臭が普通教育の図画教育用に販売されていることを伝えつつ，次  

のように述べる。  

「然るに我国に於いて最近発達したるテンペラ絵具は、全く普通教育に於ける色彩表現材料としての   

要求から普通教育に於ける図画学習上必要とする色彩表現材料の諸性質を基準とし、それに適合するや  

う全く図画科の立場より創り出されたものであって、外国の専門テンペラとは全然意味を異にしている   

ものであるを知られたい。即ち次の通りの性質を持ってゐるものである。（1）水性絵具、（2）塗重ね自由、   

（3）温色自在、（4）相当乾きが早い、（㊥渉み過ぎない、（6）何へでも描ける、（竹濡れ色と乾き上りの色との間   

に色の差僅少、毎）透明性と不透明性のほゞ中間にある、ゆ）発色鮮麗高尚優美な色相、鯛衛生上絶対無害  

等々。」  

第二章では「テンペラ画の描法」として第一筋「テンペラ絵具に依る一般的描法」，第二節  

「テンペラ絵具に依る各種括法」に触れ，第三章「テンペラ画指導の実際」，第四草「テンペ  

ラ両教授上の諸注意」，第五章「テソベラ画教授上の諸注意」，第五章「テンペラ画の材料」と  

いう構成をしている。   

クレヨこ／からテンペラに移る学年を麻生は，尋常小学校4年生ないし5年生以上としてい  

る。（p．11）   

第五章Hの「色の選択」では次のよう記している。  

「（う色の選択 小学校用としてほ、八色及び十二色でよろしい。色の採方は次の通りがよい。   

（a）八色の場合。（1）黄（レモンイエロー）（2）濃黄（ディ「ブイエロー）（8）紅（クリムソソレ【キ）  

（4）青（ウルトラマリソブルー） ㈲緑（どリジャン） ㈲茶（ブラウンレッド）（竹黒（アイボリー  

ブラック） 毎）自（ホワイト）但自は大チューブとす。   

（b）十二色の場合（右の八色の外に左の四色を加へる）  

ゆ）赤（ヴアーミリオソレッド） 鯛藍（プルシャソブルー） 帥橙（オレンジ） 姻黄土（イヌこロー  

オーカー）」   

『同上書』には自由画教育で有名な山本 鼎が「油絵の導き方」（pp．㌻37）を記している。  

小中学生を対象にした最少限度の必要品として、「〔自〕ジンクホワイ′ト、〔黄〕クロームラ  

イト、クロームオレンジ、ネーブルスエロー、ジョンプリヤソト、〔線〕ヴィリデアン、〔青〕  

コバルトプリュー、ウルトラマリンデイブ、〔赤〕クリムソソレーキ、フレンチバアミリオン、   
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〔岱赫〕ライトレッド」を単価数字を示して細介している。麻生の「色の採方」に比べて山本  

の場合は色名がより専門家画家の有害顔料を含むパレット色に近い。   

この事ほ麻生の勧めるテンペラ絵具（2）濃黄，（め赤，帥橙の使用顔料名の不明にも原因してい  

る。第一章緒言の文末の㈹衛生上絶対無害とする見解が当時あ顔料製法上の如何なる成果に基  

くものであるのか，興味ある課題である。   

さて，麻生は第二章以後で以下の内容を述べている。チューブ入りであるテンペラ絵具ほ粉  

末状の図案絵具やポスターカラーと異なり，自の使い方と水の使い方の工夫で，水彩画，油  

絵，パステル画，図案絵具画，日本画等のそれぞれの画風に似た描法ができるとし，またテン  

ペラ独自の描法も当然可能であるとする。   

「水を多く用ひて行けば、透明画法になり、自を多く加えて行けば不透明画法になり、重色  

は廟著な効果をもたらしてくる。」   

第二章の冒頭で「テンペラほ、どんな描き方をするにしても凡て水を使って措くので、油は  

一切用ひない。仕上げ後に自ニスや油絵用ヴァニシュ或はザボンエナメル等を塗って画面を保  

護し且つ光沢面の面白味を試みる事は、試みとして差支へない。特殊な趣きが出る。」として  

いることからも前述のテンペラ用メディウム等は使用せず，水か白色絵具かで筆の種類等を選  

んで被覆力や筆触を変化させながら措く方法を勧めていることが分かる。この内容は石川，  

森，平沢の記述と一部共通性を持つテンペラ画技法観といえよう。   

麻生はまた，学童用のテソベラ絵具を絵画以外の工作や図案の彩色にも応用すべきことを勧  

めている。  

2 昭和初期の絵画技法論に於けるテンペラ画   

技法論としては初心者向けの論述であるが，足立源一郎『洋画基礎』（宝文鮨昭和6年，19  

31）に「テンペラ」（p．4）の項目がある。以下がその全文である。   

（（††））  

「テンペラはフレスコと共に西洋画として最も古い技方の－ツで、文芸復興期まで伊大利において   

は、大画面のフレスコに対して少幅の物は一般にテソベラで描かれていた。白亜を地塗りした板へ卵白  

（（†マ））  や膠水で溶いた絵の具で措くもので、矢張り油彩と比格にならぬ鮮麗さをもってゐる。  
なおフレスコや塊絵以前の絵画、即ちエジプトや多鳴海諸島の絵画や希腹の絵画もこれに類似した材  

料によったもので、テンペラの一種であったと推考される。  

現在でも多少使用する作家があるかしてルフラン会社では既成晶と溶液を製造してゐる。」  

ここでもまた，テンペラ画を単純なデトランプ画と考えている。説明が初心者向けであるた  

めか，一歩踏み込んだ説明にはなっていない。   

次に，昭和初期に出版された，二人の画家による技法書の労作，黒田重大邸，鍋井克之『洋  

画メチヱー技法全科の研究』（昭和3年1528 初版，昭和10年1935 第6版文啓社書房）  

を見よう。テンペラ絵具について次の解説がある。（pp．190－192）   

（（ママ））  

「テムベラ絵具は卵子の膠分を利用して絵具の膠着剤としたもので、これを用ゐて絵具に練り合せる   

場合、卵子の黄味だけを用ゐる事があるが、また白味も共に混ぜられる事もある。その上透明性を増す   

為にヱヅサンスを仲介として、樹脂や腹を加へ、卵子の腐敗を防ぐ為に酢を加へてある事もある。昔の   

画家達は相当複雑な手順をかけて、自分で絵具を練り上げたのであるが、今日ではさう云う手数をかけ  

なくともい⊥事になってゐる。それ等の絵具は油絵具のやうにチューブ入りになって売り出されてゐ   
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る。」（第一部第五章「材料、用具、及びその用法」）  

具体的なテンペラ絵具自製のための処方箋は同書には示されていない。また解説の内容ほ簡  

潔で正しいが，卵黄のエマルジョンとしての性質には言及していない。   

また，「テムベラを措き得る生地」（p．191）として，「画用紙、水彩紙、カルトン、板、  

カンプス等何にも措く事が出来る」とし，「カンプスの場合はアブソルバソトでなければなら  

ないが」とりわけ最適なものは「カゼイン膠と酸化亜鉛で地塗りしたもの」であると述べる。   

『同上書』には， 

関する知識」（pp．68－づ9）「テムベラ、グアッシュ、及び膠画」の項目を設日を設け，次のよ  

うな解説を行なっている。この内容は同書が「1930年までの我国における絵画技法研究の集大  

成」と評価される1）に応しいものであるが，本稿第一牽に述べた現代の絵画技法観に照らす  

と，この時代のテソベラ画技法観の限界も実感することができる。  

「テムベラほ卵子を、グアッシュは亜拉比亜護謹を、膠画は膠水を膠着剤としてゐるだけのちがひ  

で、措くには水彩画の如く主として水を用ゐるのであるが、この中テムベラは効果の上から云へば最も  

油絵に近く、透明にも不透明にも自由が利く。それで、描く時の心得は大体油絵に準じていゝわけであ  

るが、唯だこの技法を用ゐる場合はあまり盛り上げぬやうにせぬと、卵子は油程弾力性のないものであ   

るから亀裂して了ふ。なる可く一度か二度でさつと措き上げるがいゝのである。グアッシュと膠画ほ不  

マット  透明画である。（中略）デトラムプ膠画は日本の泥絵と略々同性質のもので、近代でほ主として艶消し  
なぞの効果を喜んで、画室内の仕事に用ゐられる事もある。同じ不透明画でもグアッシュは製作後と、  

あまり効果に達ひはないが、膠画ほ余程色調の淡くなる懐きがある。」  

更に，第三部「メチエーの沿革」には十三「ルネサンス フランドル派）（pp．370－372）  

で，テンペラ画法から油彩画法への移行の原因を説明している。   

テトラムプ  
「板や羊皮紙の上に、僅かに置かれたテムベラや膠画やの絵具は、極めて単純な効果をしか与へな  

（（††））  

い。色彩は深味がなく、画面の寸法が大きくなるに従って愈々平ったい感じとなる。此点に於ても彼等  
（（▼†））   

技法の改革を促かされねばならなかった。欺くて北方画派に於ける写実主義と油絵技法の完成とは相即   

不離の関係を有するのである。」（p．370）  

次いで，次ページまでにわたり，発明された当時の油彩の特性及びテンペラと油彩の関係に  

ついて述べている。油彩画の発明者を「ジャン・ヴン・ヱイク」（ヤソ・ファン・アイク）と  

するヴァザーリの説を否定し，「テムベラは水に対する抵抗力が弱いので、その色に油を塗布  

する工夫が案出された」とし，その方法が発展して油彩画が成立したと説明する。  
ヴュイキューム（（ママ））   

すなわち，テンペラ画上の油上塗りの方法を絵具を解く「伸和物」2）に応用したと述べ，こ  
、ンカチイフ  

の仲和物は「一面解き油であると共に乾燥油」でもあるとし，乾燥後の油絵具にも光沢を保つ  
ヴュルニ オレオ・レジヌウ  
「艶油」の用をもなすものであると解説する。性質としてほ「樹脂を含める油8）」であるとす  

る。（『同上書』pp．371「372）   

「樹脂の使用」はギリシャの英雄時代に蝮と混合されたり，また中世にはェヅサンス（精油）  

に溶解して卵黄に混ぜられたこともあるので，フアン・アイク兄弟の独創であるとほ言えない  

と説明する。   

フアン・アイク兄弟の作品ほ，「生地」（支持体）として僻などの緻密で平滑な木板が用い   
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られ，白亜と膠に依る地塗塗料が施されていたらしいと推論を述べ，その上に先の尖った鶏筆  

のようなものでテンペラ絵具を用いて形象が精細に素描・下播きされているとする。この下描  

きは「鳶色がかった単色調」で，この上から油のダラッシーに依って彩色が施される。技法の  

特色としては，輪郭の明噺さと細部の精緻さ，暗部捏絵具層を重ねて行く彩色法を掲げてい  

る。   

下措き（下層措き）でテンペラを用いる方法ほ『同上書』の他ページにも示されている。例  

えば，ヴュロッキオの『基督洗礼』は「当時伊太利に最もよく行はれてゐた方法に従って，先  

づ板の上に石膏地塗を施し，これを磨いて滑らかにした上へ膠を引いてテムベラで下播きがし  

てあるらしい。」（p．391）と説明している箇所がある。  

ま と め ≪結論≫  

前述した通り，明治初年，工部美術学校で指導を担当したフォソタネージが画地作りや油彩  

実習に西欧古典絵画技法を導入した。   

卵黄と酢酸等に依る卵黄テンペラ囲も教授され教え子に依って実施されたが，これら自製の  

方法は明治末期以後の日本洋画技法で行われることは稀となった。戦前昭和までのテンペラ画  

技法論は，概ねチューブ入りの市販テンペラ絵具をもとに実技の実際を解説し，一方で欧米の  

絵画技法史の文献等の知識からテンペラ画の技法論を展開して釆た。制作に於ける実際と技法  

史的理解とは分離していたと言えよう。また，画地等の自製も同様の状態であった。   

テンペラがェマルジョソ（乳濁液）であり，そのために油性・水性両方の性質を持つという  

説明はなされなかった。そして，現在，テンペラ画法やフレスコ画法を説明する場合に必要な  

「顔料」（pigment）という絵画用語も，それら画法の説明には使われることが少なかった。   

乏しい参考資料の中での明治初期から戦前昭和までの考察であるので，断定はできないとし  

ても，この期間の画家たちにとって，岩絵具ほ別として，輸入や国産での顔料の入手は現在よ  

りも困難であったらしい。テソベラ画技法諭に絵具自製処方箋が見出せないこともその事乗を  

裏付けている。「顔料」（pigment）という用語が「絵具」もしくは「絵具の色」（いずれも  

Colour）と記述される等，「顔料」は実際に画家たちや研究者たちにも親しみにくい材料であ  

った。   

顔料についての技法論での例外としてほ，大正14（1925）年3月，所 宏が『みづゑ』第  

241号（pp．50－53）の「絵具の考察H」に於いて，「顔料と染料」，「顔料の成分及び性質」等  

の項目を立てて，明解で平易な説明を試みていることに注目したい。また，塩田力蔵著『東洋  

絵具考』アトリエ社1942，昭和17）も束洋画の観点から顔料と染料を分類し，検討を行なって  

いる。（西洋顔料との関連も一部で示している。）   

黒田，鍋井『前掲書』は労作であるが，顔料名を日本語表記のルピで示している箇所に特色  
オークル   テールヴ貞ルト  ツナプレーゼ  オルアアン  アジエール・ダルマーエユ  

がある。「黄土」，「線土」，「朱」等ほ正しいが，「雌糞」，「独逸瑠璃」の表記や，ウル  

トラマリンを「日本の岩群青と略々同じものである。」（p．363）（同様の記述はp．163にもあ  

る。）と述べるなど疑わしい解説も含まれている。   

なお，テンペラ画を措いた画家は他に，赤城春野，相田正彦，寺崎武男，栗原忠二などが居  

た。   
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（（注））第一章   

1．  

1） 佐藤一郎「テンペラと混合技法」（『アトリエ軋605』アトリエ出版社，1977年7月1日）p．36参照。   

森田恒之「テンペラ」（森田恒之『画材の博物誌』中央公論美術出版，1986）p．24   

Ralf Mayer，The Artist’sHandbook ofMaierialsand Techniques・（ThirdEd・）The   

VikingPress，NewYork1979（初版1940）（以下Mayer，The Ariist’sHandbookと略す。  

p．648参照。RalfMayer，A Diciionary qfArt Terms and Techniques・ADivisionof   

Harper＆RowPublichers，NewYork1969（以下Mayer，A Dictionary と略。P・390参照。   

2） ゲッテソス，スタウト著，森田恒之訳『絵画材料事典』（美術出版社1973）pp．70－72参照。   

R．，．Gettens and G．L．Stout，Painting Maierials A ShorlEncyclopaedia・Dover   

Publications，Inc．1973（初版1942）pp．69－71  

2．   

3） 森田『前掲書』pp．24－25より引用。   

4） グザゲィエ・ド・ラソグレ著，黒江光彦訳『油彩画の技術』（美術出版社1974，新版1977）   

p．123参照。   

Ⅹavier deLanglais，La techniques dela peinture al’huile・Flamarion，Paris1959，1974。   

5） Mayer，A Diclionary p．391参照。   

6） Mayer，A Dictionary pp．112－113；Mayer，The Artist’s Handbook pp．643－644を参照。   

7） Mayer，A Diciionary p．112；Mayer，The Ariist’s Handbook p．247を参照。  

3．   

8） Mayer，rゐぞAγfねオ’ざガα搾dわ∂烏p．飢7参照。   

9） マックス・デルナ一書，佐藤一郎訳『絵画技術体系』（美術出版社1980）p．319より引用。   

MaxDoerner，Malmaierialund Seine Verwendungim Bilde．Ferdinand Enke Verlag，   

Stuttgart・1954，1976  

4．  

10） Mayer，Aヱ抽班加∽りp．390参照。  

11） Mayer，Aヱ）ic血刀αγツp．390参照。  

12） SIR Charles Lock Eastlake， Methods and Materials of the Great SchooIs and   

Masiers．；vol．1．DoverPublications，Inc．New York．1960（初版Materialsfor a History   

ofOilPainiing．1847）p．223；Mayer，The Handbook p．186参照。  

13）クヌート・ニコラウス著，黒江光彦監修，黒江信子，大原秀之共訳『絵画学入門』（美術出版社   

1985）pp．155－163参照。（以下ニコラウス『絵画学入門』と略。）  

14）Mayer，The Handbook pp．109－112；ゲッテンス，スタウト著，森田訳『前掲書』p・142参照。  

15） ニコラウス『絵画学入門』p．146参照。  

16） DanielV．Thompson，The Malerials and Techniques of MedievalPainii71g・Dover   

PublicationInc．New York1956pp．65－67参照。  

17） グァルデマル・ヤヌシチャク著，辻 茂，森田義之，大官伸介共訳『名画の技法』（メルヘン社   

1987）p．7参照。  

5．  

18） R．Massey，Formulas forPainters．Watson・GuptillPublications，NewYork1967等を   

参考にした。   
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6．  

19） B．ヤーゲソソソス，M．E．ストラウマニス著，玉虫文一監訳『コロイド化学』（培風館1967）   

pp．350－354；北原文雄『コロイドの話』（培風館1984）pp．103－108参照   

20） A．P．Laurie，The Painter’s Meihods and Materials．Dover Publications，Inc．1967  

pp．185－190参照。   

21） Mayer，The Artist’s Handbook．p．453参照。   

22） 田口安男『黄金背景テンペラ画の技法』（美術出版社1978）pp．120－123「練り込みテンペラ」  

の項参照。   

23） Mayer，The Artist’s Handbook p．225；ラソグレ著，黒江訳『前掲書』p．196参照。   

別） 田口『前掲書』pp．1紛－123；北原『前掲書』p．105参照。   

第二章   

1．  

1） 隈元謙次郎『来朝伊大利亜美術家の研究』（三省堂1940，復刻版 八潮革店1978）p・152よ  

り引用。   

2） 佐藤一郎東京芸術大学助教授に依れば，「唐の土」は一般的には鉛白を指すが，この記述の場合  

これを「白亜」であると推定している。   

3） 青木 茂『油絵初学』（中央公論美術出版1987）参照。   

4） この指摘は，田口安男『前掲書』（p．33）で既になされている。   

青木『前掲書』p．74，p．182参照。   

5） 小田秀夫『山下りん』（日動出版1977）pp．169－170参照。   

6） 青木『前掲書』p．182参照。   

7） チエソニーノ・チエソニーニ著，中村 舜訳『芸術の書』中央公論美術出版1976復刊（初版   

1964），藤井久栄補訳，モヅテの仏訳本に依る邦訳。チエソニーニの原本は藤井氏に依ると，「一般に  

は1400年前後，パドヴァで執筆された」と言われている。   

8） Mayer，Aエ〉fぐまわ乃αγヅ．p．391参照。  

2．   

9）『みづゑ』第54号（春鳥会1909 明治42）p．15より引用した。   

第三章   

1．  

1） 石川欽一郎（1871明治4－1946 昭和21）。浅井 忠らに師事。文展に出品。光風会会員。   

2） パステル用紙の誤植か？ 不明。   

3） デルナー著，佐藤訳『前掲書』p．276参照。   

4） フロレンス（フィレンツェ）派の意。   

5） ティチアーノの意。   

6）クヌート・ニコラウス著，黒江光彦監修，黒江信子訳『絵画鑑識事典』（美術出版社19お）   

p．48，p．196参照。   

7） いずれもフラソス語。それぞれ（al）SOrbante）吸収性の，blancd’argent シルバーホワイト，  

blanc de zincジンクホワイト。   

8） 大正期の『文房堂目録』にも同種の記載一覧表がある。   

9） ゲッテンス，スタウト著，森田訳『前掲書』の訳書に依る「邦文文献目録」（p．351）では『画   

の科学』ほヴォーチエの原書の一部に手を加えた翻案であるとする。  

10） ゲッテンス，スタウト著，森田訳『前掲書』（pp．別－21）に依れば，卵黄や卵白のアルブミンに   
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硫黄が含まれるという。   

4．  

11） 種倉紀昭「大正期，昭和期の我国に於ける油彩画材料についての一考察」（『岩手大学教育学部   

研究年報第47巻第2号』1987p．17，p．24；足立源一郎『技法研究・洋画基礎』（宝文館1931）p．18   

参照。  

12） 水は媒材ではない。顔料同志を接着しないからである。  

章
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ダッチソス，スタウト著，森田訳『前掲書』「邦文文献目録」p．350参照。  

「グァイキューム」はVebicleヴューヒクルの意か？不明。  

「オレオ．レジヌウ」は01eo・Resino鵬含油樹脂の意。  

まとめ   

4） 雌黄はGamtx）geガンボージまたはGomme guttenaturelleゴム・ダット・ナチュレル（仏）   

であり，雄黄Auripigment，Operment オMピメソトとは全く異る。また，岩群青（アズライト）   

は瑠璃（ラピス・ラズリ）でほなく，アジュール・ダルマーニはアズライトである。訳語が不適当と   

思われる。   

5） 大下 敦編『改訂洋画技法講座』美術出版社，1953初版，1976（18版）pp．106－107，編集部「近   

代の水彩画」；井上 靖，河北倫明編「日本水彩画名作全集 7」，『名作選（大正）』p．鋸 第一法   

規1982，酒井息康「作品解説」参照。   




